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ロ
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イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
お
亡
く
な
り
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な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
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に
、
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染
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様
に
は

心
か
ら
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舞
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し
上
げ
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す
。
ま
た
、
医
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従
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ご
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力
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だ
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い
る
皆
様
に
は
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
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　ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
で
、
新
し
い
生
活

様
式
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
・
町
当

局
・
議
会
・
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
ま
し
ょ
う
。
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５月臨時会や６月定例会の内容をお伝えします

川原湯温泉あそびの基地NOA（駅前キャンプ場）
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　水陸両用バス「八ツ場にゃがてん号」は、７月１８日（土）に運行開始となりました。

八ツ場あがつま湖を優雅に進む姿をお楽しみください。

　このバスツアーの正式名称は「八ッ場にゃがのはら・天五色大天狗ツアー」で略して「八ッ場

にゃがてんツアー」と呼んでいます。

　また、天五色大天狗（あまごしきだいてんぐ）ですが、水没地の長野原地区の天狗岩神社や横

壁地区の「お天狗さん」では、この天五色大天狗が祀られているということです。車両のラッピ

ングについては町のマスコットキャラクター「にゃがのはら」や水没５地区の名勝・伝統行事や

旧役場庁舎などが描かれています。
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７月18日（土）運行開始‼
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ドできます



ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２４　　２３　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２４

５月臨時会・６月定例会

○５月臨時会（会期5/13）

　専決処分　　　　　　………　４件

　組合設立　　　　　　………　１件

　補正予算　　　　　　………　１件

　合　　計　　　　　　………　６件

　主なものを当㌻より掲載します。

○６月定例会（会期6/12-19）

　行政報告　　　　　　………　３件

　専決処分　　　　　　………　１件

　人事案件他　　　　　………１３件

　財産取得　　　　　　………　１件

　条例制定・改正　　　………　７件

　補正予算　　　　　　………　４件

　事業会計決算認定　　………　２件

　合　　計　　　　　　………３１件

５月臨時会と６月定例会で

こんなことが決まりました

関連㌻

7

4
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議案番号

１号

２号

３号

４号

１号

２号

承

　認

議

　案

議　案　名

専決処分の承認（税条例等の一部改正）

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正）

専決処分の承認（令和元年度一般会計補正予算）

専決処分の承認（令和２年度一般会計補正予算）

吾妻環境施設組合の設立

令和２年度一般会計補正予算

内　　容

町民税の扶養控除等申告書等の課税資料及び所有

者不明土地等に係る固定資産税の見直し等に対応

する一部改正。

国民健康保険税の基礎課税限度額と介護納付金課

税額を現行から引き上げる一部改正。

新型コロナウイルス感染症予防等に伴い必要が生

じたため補正するもの。

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に係る経

費の必要が生じたため補正するもの。

吾妻六町村で共同処理する新たな候補地が大柏木

地区で決定し、一部事務組合を設立するもの。

一般会計を補正するもの。

■５月臨時会で可決した議案一覧
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１号
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告

承

認

同

　意

議

　案

認
定

議　案　名

令和元年度一般会計・２特別会予算繰越明許費

繰越計算書の報告

専決処分の承認（令和２年度一般会計補正予算）

農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委

員の過半数を占めることを要しない場合の同意

農業委員会委員の任命同意

財産の取得（消防ポンプ自動車購入）

固定資産評価審査委員会条例の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

介護保険条例の一部改正

税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

川原畑地域振興施設の設置及び管理に関する条

例制定

公園等の設置及び管理に関する条例制定

令和２年度一般会計・３特別会計補正予算

令和元年度２事業会計決算認定

内　　容

今年度に繰り越す一般会計・簡易水道および公共下

水道事業特別会計繰越明許費について報告するもの。

新型コロナウイルス感染症対策に係る経費の必要が

生じたため補正するもの。

委員の過半数を認定農業者とする要件に伴い、町内

認定農業者の数が委員定数（１２人）×８倍未満の

場合、例外として議会の同意で認定農業者等を合わ

せて１／４以上とするもの。

当委員の任期満了に伴い１２名の委員について任命

の同意をするもの。

消防団（長野原分団）に配備する消防ポンプ自動車

を取得するもの。

関係法令の一部改正に伴い改正するもの。

新型コロナウイルス感染による被用者に対する傷病

手当金の支給を可能とするもの。

消費税増を財源に低所得者や新型コロナウイルスの

影響に対して保険料の軽減を行うもの。

新型コロナウイルス緊急経済対策及び法改正により

個人・法人町民税、固定資産税、たばこ税及び延滞

金の規定を改正するもの。

新型コロナウイルス感染症の影響で一定程度収入が

減少した方などに対し保険税を免除するもの。

川原畑地域振興施設の指定管理に伴い、利用料金な

どの規定を整備するもの。

八ッ場沢自然公園、温井沢桜公園、川原湯温泉駅前

公園の供用開始に向けて設置及び管理などの規定を

整備するもの。

一般会計及び国民健康保険・へき地診療所・公共下

水道事業の３特別会計を補正するもの。

令和元年度浅間高原水道・北軽井沢簡易水道事業会

計決算を認定するもの。

■６月定例会で可決した議案一覧

補正予算
　
５
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国
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対
策
に
「
新

し
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生
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」
を
示
し
実

践
す
る
よ
う
求
め
て
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ま
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独
自
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は
、
町
民
及

び
事
業
者
の
負
担
を
少
し
で

も
解
消
す
る
た
め
の
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で

す
。
今
後
も
町
民
が
必
要
と

す
る
対
策
に
取
り
組
む
と
共

に
、
早
急
な
収
束
を
願
い
ま

す
。

抗体検査とは？

⇒過去に感染したウイルスなどの免疫を確認する検査。

認定農業者とは？

⇒農業経営基盤強化法などに基づき農業者または法人が計画 を町に

提出し、認定を受けること。現在、町内の認定者数は、５２名。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
町
独
自
支
援

■町独自支援一覧

緊急子育て支援給付金・修学等世帯応援給付金 １８歳以下の全ての児童２万円／人（２事業を合わせた内容）

事　業　名 内　　容

地域活性化商品券支給事業（つなぐ・つながる商品券） 商品券１万円分／人

事業継続支援金支給事業

抗体検査委託事業

PCR検査の実施

前年同月２０％以上減収の町内中小企業、小規模事業者、個人経営者に
対する給付金　１０万円／事業者

医療介護福祉に従事する者（無料）、町民希望者（一回のみ３千円／人）
に対し抗体検査を実施

県の委託を受けて西吾妻福祉病院組合で地域外来・検査センターを設置

愛郷ぐんまプロジェクト登録宿泊事業者支援事業 登録事業者に対し、宿泊客への感染予防対策として１千円／人

に
、
早
急
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収
束
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願
い
ま

に
、
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急
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ま

に
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ま
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町ＨＰの
新型コロナ関連
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○５月臨時会（会期5/13）

　専決処分　　　　　　………　４件

　組合設立　　　　　　………　１件

　補正予算　　　　　　………　１件

　合　　計　　　　　　………　６件
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町民税の扶養控除等申告書等の課税資料及び所有

者不明土地等に係る固定資産税の見直し等に対応

する一部改正。

国民健康保険税の基礎課税限度額と介護納付金課

税額を現行から引き上げる一部改正。

新型コロナウイルス感染症予防等に伴い必要が生

じたため補正するもの。

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に係る経

費の必要が生じたため補正するもの。

吾妻六町村で共同処理する新たな候補地が大柏木

地区で決定し、一部事務組合を設立するもの。

一般会計を補正するもの。

■５月臨時会で可決した議案一覧
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繰越計算書の報告

専決処分の承認（令和２年度一般会計補正予算）

農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委

員の過半数を占めることを要しない場合の同意

農業委員会委員の任命同意

財産の取得（消防ポンプ自動車購入）

固定資産評価審査委員会条例の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

介護保険条例の一部改正

税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

川原畑地域振興施設の設置及び管理に関する条

例制定

公園等の設置及び管理に関する条例制定

令和２年度一般会計・３特別会計補正予算

令和元年度２事業会計決算認定

内　　容

今年度に繰り越す一般会計・簡易水道および公共下

水道事業特別会計繰越明許費について報告するもの。

新型コロナウイルス感染症対策に係る経費の必要が

生じたため補正するもの。

委員の過半数を認定農業者とする要件に伴い、町内

認定農業者の数が委員定数（１２人）×８倍未満の

場合、例外として議会の同意で認定農業者等を合わ

せて１／４以上とするもの。

当委員の任期満了に伴い１２名の委員について任命

の同意をするもの。

消防団（長野原分団）に配備する消防ポンプ自動車

を取得するもの。

関係法令の一部改正に伴い改正するもの。

新型コロナウイルス感染による被用者に対する傷病

手当金の支給を可能とするもの。

消費税増を財源に低所得者や新型コロナウイルスの

影響に対して保険料の軽減を行うもの。

新型コロナウイルス緊急経済対策及び法改正により

個人・法人町民税、固定資産税、たばこ税及び延滞

金の規定を改正するもの。

新型コロナウイルス感染症の影響で一定程度収入が

減少した方などに対し保険税を免除するもの。

川原畑地域振興施設の指定管理に伴い、利用料金な

どの規定を整備するもの。

八ッ場沢自然公園、温井沢桜公園、川原湯温泉駅前

公園の供用開始に向けて設置及び管理などの規定を

整備するもの。
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水道事業の３特別会計を補正するもの。

令和元年度浅間高原水道・北軽井沢簡易水道事業会

計決算を認定するもの。
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緊急子育て支援給付金・修学等世帯応援給付金 １８歳以下の全ての児童２万円／人（２事業を合わせた内容）

事　業　名 内　　容

地域活性化商品券支給事業（つなぐ・つながる商品券） 商品券１万円分／人

事業継続支援金支給事業

抗体検査委託事業

PCR検査の実施

前年同月２０％以上減収の町内中小企業、小規模事業者、個人経営者に
対する給付金　１０万円／事業者

医療介護福祉に従事する者（無料）、町民希望者（一回のみ３千円／人）
に対し抗体検査を実施

県の委託を受けて西吾妻福祉病院組合で地域外来・検査センターを設置

愛郷ぐんまプロジェクト登録宿泊事業者支援事業 登録事業者に対し、宿泊客への感染予防対策として１千円／人

-
-

-
-

町ＨＰの
新型コロナ関連



ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２４　　４５　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２４

５月臨時会・６月定例会（各会計補正予算）５月臨時会・６月定例会（各会計補正予算・事業会計決算認定）

■５月臨時会（5/13）

　一般会計補正予算（第１号）[専決処分]

　5億6,220万円増額（計56億1,601万円）

　一般会計補正予算（第２号）

　4,171万円増額（計56億5,772万円）

■６月定例会（6/12・19）

　一般会計補正予算（第３号）[専決処分]

　8,787万円増額（計57億4,560万円）

　一般会計補正予算（第４号）

　2億991万円増額（計59億5,551万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

質
疑
応
答

緊
急
経
済
対
策
の
申
請

数
は

星
河
議
員
　
町
緊
急

経
済
対
策
補
助
金
に

よ
る
補
助
10
件
分
の
内
、
申

請
予
定
数
は
。

国
補
助
制
度
変
更
に
よ

り
半
額
補
助

産
業
課
長
　
当
初
、

10
件
３
０
０
万
円
を

想
定
し
て
い
た
。
途
中
で
国

補
助
制
度
が
変
更
と
な
り
保

証
料
の
全
額
、
ま
た
は
条
件

に
よ
り
半
額
を
国
で
補
助
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
、

町
で
は
、
国
の
半
額
補
助
に

対
し
て
残
り
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
。

や
ま
ど
り
の
運
営
状
況
は

牧
山
議
員
　
や
ま
ど

り
の
運
営
法
人
が
変

わ
り
２
ヶ
月
経
過
。
状
況
は

ど
う
か
。

良
好
、
今
後
に
期
待

町
民
生
活
課
長
　
指

定
管
理
者
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
ド
ら
い
ふ
は
利
用
者
か

ら
良
い
評
判
。
食
事
は
、
ご

飯
、
味
噌
汁
を
指
定
管
理
者

が
用
意
、
お
か
ず
は
町
内
飲

食
店
よ
り
取
り
寄
せ
て
い

る
。
今
後
の
運
営
が
期
待
さ

れ
る
。

障
害
者
優
先
調
達
の
考

え
は

牧
山
議
員
　
障
害
者

優
先
調
達
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

委
託
に
向
け
て
今
後
補

正
対
応町

民
生
活
課
長
　
今

ま
で
委
託
は
し
て
い

な
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ら
い

ふ
よ
り
打
診
が
あ
り
、
実
績

も
あ
る
こ
と
か
ら
９
月
補
正

予
算
で
受
け
ら
れ
る
体
制
整

備
を
進
め
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
構
築
整
備
の
校

内
と
は
、
運
用
は

黒
岩
議
員
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

校
内
構
築
業
務
と
あ
る
が
、

一
般
会
計

■表　令和元年度各事業会計決算概要（消費税込・千円以下切捨）

会　計　名

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

決算額

4,374万円

3,967万円

－

225万円

6,327万円

5,322万円

918万円

2,594万円

前年度決算額

4,491万円

4,348万円

－

1,228万円

6,571万円

5,293万円

　976万円

4,120万円

前年度比

97.4％

91.2％

－

18.3％

96.3％

100.5％

94.1％

63.0％

浅
間
高
原
水
道

北
軽
井
沢
簡
易
水
道

【浅間高原水道】
　第一観光開発株式会社や三井不動産株式会社の持つ別荘地や
浅間園区域へ配水する上水道のこと。

【北軽井沢簡易水道】
　応桑・北軽井沢区域（嬬恋村大字鎌原地区の一部）へ配水す
る簡易水道のこと。

決算認定
　
令
和
元
年
度
浅
間
高
原
水

道
事
業
・
北
軽
井
沢
簡
易
水

道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
（
６
月
19
日
・
定
例

会
）
。

浅
間
高
原
水
道
は
給
水
区

域
内
が
全
て
別
荘
地
と
特
殊

事
情
の
中
、
効
率
的
な
管
理

運
営
に
努
め
、
北
軽
井
沢
簡

易
水
道
の
両
会
計
と
も
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
純
利
益
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
近
年
は
施

設
や
管
路
の
老
朽
化
が
課
題

と
な
り
更
新
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
長
期
間
に
わ
た

る
た
め
未
だ
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

障害者優先調達について

⇒今年４月法律が施行。自治体などが障害者就労施設などへ積極的に

　業務などの発注に努めることが示されている。

ＩＣＴ（Information and Communication Technology）とは？

⇒通信技術を活用したコミュニケーション。ITとほぼ同義語。

新型コロナウイルス
感染症対策に重点

小
中
学
校
全
部
か
。
ま
た
、

構
築
業
務
の
内
容
と
運
用
時

期
は
。

管
内
全
て
の
小
中
学

校
、
運
用
は
未
定

教
育
課
長
　
管
内
全

て
の
小
中
学
校
を
整

備
。
業
務
内
容
は
、
機
器
設

置
数
、
電
波
干
渉
が
な
い
か

の
設
計
。
工
期
は
年
度
内
だ

が
運
用
開
始
は
未
定
。

管
渠
築
造
工
事
の
場
所

と
進
捗
は

黒
岩
議
員
　
管
渠
築

造
工
事
の
場
所
は
。

ど
の
程
度
完
成
（
進
捗
）
す

る
の
か
。

下
流
４
地
区
で
実
施
、

７
月
完
成
予
定

上
下
水
道
課
長
　
主

に
横
壁
、
林
、
川
原

湯
、
川
原
畑
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
。
工
事
に
若
干
遅
れ

は
あ
る
が
、
振
興
施
設
関
連

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
７
月

ご
ろ
完
成
。

２
水
道
事
業

経
営
状
態
良
化

特別会計

国民健康保険

へき地診療所

公共下水道事業

補正額

100万円

36万円

3,300万円

補正後総額

7億6,725万円

8,900万円

1億1,772万円

■表　特別会計補正予算一覧（６月定例会）

（千円以下切捨）

700万円

抗体検査委託事業

300万円

愛郷ぐんまプロジェクト登録宿泊事業者支援事業

6,994万円

ICT教育環境整備事業（GIGAスクール構想）

742万円

旧狩宿茶屋本陣基本設計策定業務

ー主な補正内容ー

消

毒

液消毒消毒 手洗い手洗いうがいうがい
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５月臨時会・６月定例会（各会計補正予算）５月臨時会・６月定例会（各会計補正予算・事業会計決算認定）

■５月臨時会（5/13）

　一般会計補正予算（第１号）[専決処分]

　5億6,220万円増額（計56億1,601万円）

　一般会計補正予算（第２号）

　4,171万円増額（計56億5,772万円）

■６月定例会（6/12・19）

　一般会計補正予算（第３号）[専決処分]

　8,787万円増額（計57億4,560万円）

　一般会計補正予算（第４号）
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課
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、
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果
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、
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は

ど
う
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好
、
今
後
に
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町
民
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課
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今
後
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え
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う
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の
か
。
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に
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今
後
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正
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民
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長
　
今
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い

な
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。
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レ
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ジ
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ふ
よ
り
打
診
が
あ
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、
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も
あ
る
こ
と
か
ら
９
月
補
正

予
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受
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る
体
制
整

備
を
進
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。
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Ｔ
構
築
整
備
の
校

内
と
は
、
運
用
は

黒
岩
議
員
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

校
内
構
築
業
務
と
あ
る
が
、

一
般
会
計

■表　令和元年度各事業会計決算概要（消費税込・千円以下切捨）

会　計　名

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

決算額

4,374万円

3,967万円

－

225万円

6,327万円

5,322万円

918万円

2,594万円

前年度決算額

4,491万円

4,348万円

－

1,228万円

6,571万円

5,293万円

　976万円

4,120万円

前年度比

97.4％

91.2％

－

18.3％

96.3％

100.5％

94.1％

63.0％

浅
間
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原
水
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軽
井
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簡
易
水
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【浅間高原水道】
　第一観光開発株式会社や三井不動産株式会社の持つ別荘地や
浅間園区域へ配水する上水道のこと。

【北軽井沢簡易水道】
　応桑・北軽井沢区域（嬬恋村大字鎌原地区の一部）へ配水す
る簡易水道のこと。

決算認定
　
令
和
元
年
度
浅
間
高
原
水

道
事
業
・
北
軽
井
沢
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易
水

道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
（
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月
19
日
・
定
例

会
）
。
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間
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原
水
道
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水
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内
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と
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、
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理
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、
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、
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す
。
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⇒今年４月法律が施行。自治体などが障害者就労施設などへ積極的に

　業務などの発注に努めることが示されている。

ＩＣＴ（Information and Communication Technology）とは？

⇒通信技術を活用したコミュニケーション。ITとほぼ同義語。

新型コロナウイルス
感染症対策に重点
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全
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か
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ま
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、
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の
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時
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は
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の
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、
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用
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を
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容
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、
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。
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始
は
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定
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の
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事
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。

ど
の
程
度
完
成
（
進
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。
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で
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、
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月
完
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下
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に
横
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、
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、
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原

湯
、
川
原
畑
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
。
工
事
に
若
干
遅
れ

は
あ
る
が
、
振
興
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関
連

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
７
月

ご
ろ
完
成
。

２
水
道
事
業

経
営
状
態
良
化

特別会計

国民健康保険

へき地診療所

公共下水道事業

補正額

100万円

36万円

3,300万円

補正後総額

7億6,725万円

8,900万円

1億1,772万円

■表　特別会計補正予算一覧（６月定例会）

（千円以下切捨）

700万円

抗体検査委託事業

300万円

愛郷ぐんまプロジェクト登録宿泊事業者支援事業

6,994万円

ICT教育環境整備事業（GIGAスクール構想）

742万円

旧狩宿茶屋本陣基本設計策定業務

ー主な補正内容ー

消

毒

液消毒消毒 手洗い手洗いうがいうがい



ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２４　　６７　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２４

５月臨時会・６月定例会（条例改正・同意） ５月臨時会・６月定例会（条例制定・条例改正）

■表　低所得者に対する介護保険料の新旧対照表（第４段階～第９段階は変更なし）

段階

１

２

３

説　　明

生活保護受給者・世帯全員が町民税非課税

かつ本人の年金収入が80万円以下

世帯全員が町民税非課税かつ本人の年金収

入が80万円超120万円以下

世帯全員が町民税非課税かつ本人の年金収

入が120万円超

改正前
年額

23,400円

39,000円

45,300円

改正後
年額

18,800円

31,200円

43,700円

低
所
得
者
な
ど

保
険
料
を
軽
減

介護保険
　政令の一部改正に伴い、消費税引き上げによる増収分を財源に低所得

者（表）及び新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少などが

見込まれる場合（要件）において介護保険料の軽減措置が適用になりま

した。

■要件 新型コロナウイルス感染症の影響による減免

　　　　（以下の①②のどちらかに該当）

①主たる生計維持者が死亡し、または重篤な傷病を負う。

②主たる生計維持者の事業収入等が前年の３割以上減少及び減少が見込

まれる所得以外の前年所得合計が４００万円以下。

■要件　新型コロナウイルス感染症の影響による減免
　　　　（以下の①②のどちらかに該当）

①主たる生計維持者が死亡し、または重篤な傷病を負った世帯。

②主たる生計維持者の事業収入等が前年の３割以上減少及び前

年合計所得額１，０００万円以下並びに減少した所得以外の
前年所得合計が４００万円以下の世帯。

条例制定　八
ッ
場
ダ
ム
関
連
事
業
に
よ
り
整
備

さ
れ
た
３
公
園
（
表
１
）
の
利
用
開
始

に
向
け
た
管
理
規
定
及
び
横
壁
地
域
振

興
施
設
の
指
定
管
理
に
伴
う
利
用
料
（

表
２
）
な
ど
を
整
備
す
る
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

減
収
な
ど
減
免
適
用

国 保 税　法
改
正
に
伴
う
国
保
税
の
課
税
限
度
額
な
ど
の
引
き
上
げ
（
表
１
、

２
）
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、

感
染
症
の
影
響
で
一
定
程
度
収
入
が
減
少
し
た
な
ど
の
世
帯
（
要
件
）
に

対
し
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
措
置
が
適
用
に
な
り
ま
し
た
。

■表１　課税限度額　新旧比較表

■表２　軽減判定所得基準額　新旧比較表

区 　 　 分

基 礎 課 税 限 度 額

介護納付金課税額

改正前

６１万円

１６万円

改正後

６３万円

１７万円

軽減割合

５割

２割

改正前

２８万円

５１万円

改正後

２８万５千円

５２万円

　町農業委員会委員の任期満了に伴

う任命について、１２名を全員一致

で同意しました。なお、今回任命さ

れた委員の任期は、７月２０日より

３年間となります。

農業委員会委員12名を

全員一致で同意

■表　町農業委員会委員一覧（敬称略・順不同）

氏 　 名

金 子 　 一 夫

渡 　 　 一 彦

佐 藤 　 良 平

湯 本 　 輝 男

熊 川 美 津 男

篠原　　　進

地区名

横　壁

林

長野原

大　津

古　森

与喜屋

新再別

新任

再任

再任

新任

新任

再任

氏 　 名

入 澤 春 子

佐 藤 　 誠

倉 田 と し 子

齋 藤 利 恵

田 中 　 亨

小 金 澤 忠 彦

地区名

応　桑

応　桑

応　桑

北軽井沢

北軽井沢

北軽井沢

新再別

新任

再任

再任

新任

新任

再任

傷病とは？

⇒疾患（病気）と外傷を総称した呼称。

農業委員会の農地利用最適化推進委員（推進委員）について

⇒町農業委員会では、農業委員と別に法に基づき推進委員を８名委嘱。

　主な業務として農業者との調査、調整などを行う。

管
理
・
使
用
料
な
ど

規
定
を
整
備

　給与等の支払いを受けている被保険者が新型コロナウイルスの感染または感染の疑いで事業主から十

分な報酬などを受けられないときに傷病手当金が支給となりました。

　要件は、新型コロナウイルス感染症の感染で４日以上休業し、休業期間中の給与などの支払いを受け

ていないことなどです。

国保被保険者に

傷病手当金支給

健
康
保
険

■表１　公園の名称及び位置

■表２　川原畑地域振興施設利用料金

名　称

八ッ場沢自然公園

温井沢桜公園

川原湯温泉駅前公園

位　置

川原畑

川原畑

川原湯

使用区分

ホール・物販コーナー

（約40㎡）

利用区分

面積割

利用料

1㎡あたり1,000円以下／月

売上割 売上額の10％以内の額

川原湯温泉駅前公園
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ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２４　 　　８９　　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２４

議会活動報告請願・陳情の審査結果

町道9-9号線アテロ地内（小代側） 町道9-9号線アテロ地内（小菅側） 町道北軽湯沢線（大学村地内）

■表１　請願・陳情の審査結果一覧（総務文教常任委員会付託分）

件　　名

応桑多目的集会施設改修について

の陳情

街路灯のLED電球交換についての

陳情

西吾妻地域に於いてPCR検査及び抗

体検査が受けられる体制整備につい

ての陳情

ゴミ集積所不法投棄対策についての

陳情

結　果

採択

(30％補助)

採択

(30％補助)

採択

採択

受理番号

５号

７号

12号

18号

提　出　者

応桑区長

浅井　幸雄

北軽井沢区長

愛敬　和雄

長野原町商工会長

竹内　猶則

長野原町建友会長

吉澤　　孝

長野原観光協会長

櫻井　芳樹

北軽井沢区長

愛敬　和雄

内　　容

応桑多目的集会施設の改修

（補助）を求めるもの

水銀灯式街路灯LED電球交換

（補助）を求めるもの

西吾妻地域に於いてPCR検査

が受けられるよう関係機関へ

の働きかけを求めるもの

旧北軽井沢住民センターのゴ

ミ集積所における不法投棄対

策を求めるもの

■表２　請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

件　　名

町道舗装工事及びU字溝敷設につい

ての陳情

町道舗装補修についての陳情

町道横断側溝補修についての陳情

町道側溝蓋設置についての陳情

羽根尾沢及び遠西沢の土砂撤去につ

いての陳情

町道側溝改修、溝蓋設置についての

陳情

町道の排水対策についての陳情

町有地の立木伐採につての陳情

町道の認定及び道路整備についての

陳情

町道からの雨水流入対策についての

陳情

結　果

採択

採択

（年次計画で対応）

採択

（補修工事を実施）

採択

（年次計画で対応）

採択

（関係機関へ要望）

採択

（年次計画で対応）

採択

（横断溝設置工事で対応）

採択

（調査後対応）

趣旨採択

（調査後検討）

採択

（コンクリート構造

物設置で対応）

受理番号

６号

８号

９号

10号

11号

13号

14号

15号

16号

17号

提　出　者

大津区長

樋口　正

北軽井沢区長

愛敬　和雄

北軽井沢区長

愛敬　和雄

北軽井沢区長

愛敬　和雄

羽根尾区長

唐澤　克幸

応桑区長

一場　良一

応桑区長

一場　良一

応桑区長

一場　良一

応桑区長

一場　良一

与喜屋区長

丸山　　茂

内　　容

町道6-23号線の一部未舗装部

分による砂塵被害を防ぐ舗装

工事並びに雨水処理用のU字

溝の敷設を求めるもの

町道10-5号線舗装補修を求め

るもの

町道10-69号線横断側溝補修

を求めるもの

町道10-66号線側溝蓋設置を

求めるもの

羽根尾沢及び遠西沢の大雨等

による災害防止対策（土砂撤

去）を求めるもの

町道田通吾妻線の側溝改修と

町道田通吾妻線及び町道9-32

号線の溝蓋設置を求めるもの

田通墓地前道路の降雨時の排

水対策を求めるもの

町有地の立木伐採を求めるもの

町の公衆用道路を町道認定し、

道路整備を求めるもの

町道大津与喜屋線山久保橋の

先、田畑道路排水流入対策を

求めるもの

　５月31日までに受理された請願・陳情は６月議会定例

会初日（12日）に所管の委員会へ付託され、同日開かれ

た各常任委員会にて審議されました。審議の結果につい

ては次の表のとおりです。

　６月２６日(金)、産業建設常任委員会による台風１９号災害の復旧状況について、現地視察を実施し

ました。町発注による工事３５箇所の内、主に幹線道路などで発生した災害を中心に状況を確認しまし

た。多くの工事は、復旧に向けて鋭意進められていましたが、一部地域で複数の災害が発生した現場で

は、作業工程などの調整に苦慮していました。今年度中には、全ての災害現場が復旧する予定となって

います。

現
地
視
察

産業建設常任委員会

台風19号災害年度内に完全復旧目指す

町
長
、
教
育
長
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
要
望
書
提
出

要望活動
　
５
月
21
日
（
木
）
、
町
議
会
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
要
望
書
を
町
長
、
教
育
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。
町
民
の
不
安
や
負
担
の
解
消
の
た
め
、
①
拡
散

す
る
情
報
の
集
約
、
提
供
を
迅
速
に
行
う
こ
と
、
②
町
民

な
ど
に
対
す
る
断
続
的
な
支
援
、
③
日
頃
の
感
染
防
止
や

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
整
備
を
行
う
こ
と
の
３
項
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。萩

原
渉
県
議
会
議
長
へ

要
望
活
動

要望活動
　
萩
原
渉
県
議
会
議
長
と
町
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
が
６

月
24
日
（
水
）
、
県
議
会
議
長
室
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し

た
が
有
意
義
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済
の
回
復
及
び
活
性
化
の
積
極
的
な

取
り
組
み
や
上
信
自
動
車
道
早
期
完
成
に
向
け
て
の
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

抗体検査は実施に

向け準備中、PCR

検査は関係機関と

調整のうえ実施

監視カメラ設置、

その他の対策は担

当課と調整のうえ

対応

陳情箇所の内、一部西

側のおよそ35ｍの区間

について舗装工事及び

側溝の整備を実施

（ ）
（ ）

（ ）
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町道9-9号線アテロ地内（小代側） 町道9-9号線アテロ地内（小菅側） 町道北軽湯沢線（大学村地内）

■表１　請願・陳情の審査結果一覧（総務文教常任委員会付託分）

件　　名

応桑多目的集会施設改修について

の陳情

街路灯のLED電球交換についての

陳情

西吾妻地域に於いてPCR検査及び抗

体検査が受けられる体制整備につい

ての陳情

ゴミ集積所不法投棄対策についての

陳情

結　果

採択

(30％補助)

採択

(30％補助)

採択

採択

受理番号

５号

７号

12号

18号

提　出　者

応桑区長

浅井　幸雄

北軽井沢区長

愛敬　和雄

長野原町商工会長

竹内　猶則

長野原町建友会長

吉澤　　孝

長野原観光協会長

櫻井　芳樹

北軽井沢区長

愛敬　和雄

内　　容

応桑多目的集会施設の改修

（補助）を求めるもの

水銀灯式街路灯LED電球交換

（補助）を求めるもの

西吾妻地域に於いてPCR検査

が受けられるよう関係機関へ

の働きかけを求めるもの

旧北軽井沢住民センターのゴ

ミ集積所における不法投棄対

策を求めるもの

■表２　請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

件　　名

町道舗装工事及びU字溝敷設につい

ての陳情

町道舗装補修についての陳情

町道横断側溝補修についての陳情

町道側溝蓋設置についての陳情

羽根尾沢及び遠西沢の土砂撤去につ

いての陳情

町道側溝改修、溝蓋設置についての

陳情

町道の排水対策についての陳情

町有地の立木伐採につての陳情

町道の認定及び道路整備についての

陳情

町道からの雨水流入対策についての

陳情

結　果

採択

採択

（年次計画で対応）

採択

（補修工事を実施）

採択

（年次計画で対応）

採択

（関係機関へ要望）

採択

（年次計画で対応）

採択

（横断溝設置工事で対応）

採択

（調査後対応）

趣旨採択

（調査後検討）

採択

（コンクリート構造

物設置で対応）

受理番号

６号

８号

９号

10号

11号

13号

14号

15号

16号

17号

提　出　者

大津区長

樋口　正

北軽井沢区長

愛敬　和雄

北軽井沢区長

愛敬　和雄

北軽井沢区長

愛敬　和雄

羽根尾区長

唐澤　克幸

応桑区長

一場　良一

応桑区長

一場　良一

応桑区長

一場　良一

応桑区長

一場　良一

与喜屋区長

丸山　　茂

内　　容

町道6-23号線の一部未舗装部

分による砂塵被害を防ぐ舗装

工事並びに雨水処理用のU字

溝の敷設を求めるもの

町道10-5号線舗装補修を求め

るもの

町道10-69号線横断側溝補修

を求めるもの

町道10-66号線側溝蓋設置を

求めるもの

羽根尾沢及び遠西沢の大雨等

による災害防止対策（土砂撤

去）を求めるもの

町道田通吾妻線の側溝改修と

町道田通吾妻線及び町道9-32

号線の溝蓋設置を求めるもの

田通墓地前道路の降雨時の排

水対策を求めるもの

町有地の立木伐採を求めるもの

町の公衆用道路を町道認定し、

道路整備を求めるもの

町道大津与喜屋線山久保橋の

先、田畑道路排水流入対策を

求めるもの

　５月31日までに受理された請願・陳情は６月議会定例

会初日（12日）に所管の委員会へ付託され、同日開かれ

た各常任委員会にて審議されました。審議の結果につい

ては次の表のとおりです。

　６月２６日(金)、産業建設常任委員会による台風１９号災害の復旧状況について、現地視察を実施し

ました。町発注による工事３５箇所の内、主に幹線道路などで発生した災害を中心に状況を確認しまし

た。多くの工事は、復旧に向けて鋭意進められていましたが、一部地域で複数の災害が発生した現場で

は、作業工程などの調整に苦慮していました。今年度中には、全ての災害現場が復旧する予定となって

います。

現
地
視
察

産業建設常任委員会

台風19号災害年度内に完全復旧目指す

町
長
、
教
育
長
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
要
望
書
提
出

要望活動
　
５
月
21
日
（
木
）
、
町
議
会
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
要
望
書
を
町
長
、
教
育
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。
町
民
の
不
安
や
負
担
の
解
消
の
た
め
、
①
拡
散

す
る
情
報
の
集
約
、
提
供
を
迅
速
に
行
う
こ
と
、
②
町
民

な
ど
に
対
す
る
断
続
的
な
支
援
、
③
日
頃
の
感
染
防
止
や

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
整
備
を
行
う
こ
と
の
３
項
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。萩

原
渉
県
議
会
議
長
へ

要
望
活
動

要望活動
　
萩
原
渉
県
議
会
議
長
と
町
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
が
６

月
24
日
（
水
）
、
県
議
会
議
長
室
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し

た
が
有
意
義
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済
の
回
復
及
び
活
性
化
の
積
極
的
な

取
り
組
み
や
上
信
自
動
車
道
早
期
完
成
に
向
け
て
の
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

抗体検査は実施に

向け準備中、PCR

検査は関係機関と

調整のうえ実施

監視カメラ設置、

その他の対策は担

当課と調整のうえ

対応

陳情箇所の内、一部西

側のおよそ35ｍの区間

について舗装工事及び

側溝の整備を実施

（ ）
（ ）

（ ）
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議会傍聴のご案内

一 般 質 問
ここが知りたい！

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

質 問 者

黒岩　　巧　議員

牧山　　明　議員

萩原　宗仁　議員

星河　明彦　議員

梶野　寛丈　議員

質 問 内 容 ペ ー ジ

11

12

13

14

15

　議会定例会や臨時会の様子は

どなたでも傍聴することができ

ます。

　傍聴される際は議会開催日に

議場までお越しいただき、受付

票に必要事項を記入した後、受

付箱に投函して傍聴をお願いし

ます。

あなたも議会を
傍聴しませんか？

　なお開会時間は開催日により

異なり「くらしのカレンダー」

などで掲載している日程も変更

となる場合があります。また新

型コロナウイルス感染拡大防止

のため発熱など体調の悪い方の

傍聴はご遠慮いただいています。

傍聴を希望される方はあらかじ

め長野原町議会事務局（☎０２

７９・８２・３０１９）までお

問い合わせください。

令和２年９月定例会

１日（火）

８日（火）

1６日（水）

次回定例会は…

議会を傍聴された方からのご意見について
  ６月定例議会を傍聴されました牧山明美様より議会のインターネット配信についてご意見をいただきました。

この議会のインターネット配信につきましては広報委員会でも実施の方向で検討を進めていますのでご理解下

さいますようお願いいたします。

①新型コロナウイルス感染症対策に関する
　議会からの要望に関する対応について　
②リモートワーク・企業誘致と移住・定住
　及び空き家対策について

①新型コロナウイルスの第２波、第３波に
　対する備えは
②持続可能な地域振興計画の確立を

町長の思い描く長野原町とは

群馬TVデータ放送を使った、町民への
情報提供について

未来を担う地域の子ども達について

黒岩　巧　議員
くろいわ たくみ

ここが知りたい！

一 般 質 問

①
要
望
さ
れ
た
対
策
を
実
施
・
継
続

し
て
い
く

②
町
内
関
係
団
体
と
連
携
し
て
情
報

収
集
、
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
く

　
　
　
①
５
月
21
日
付
け
で

　
　
　
議
会
か
ら
提
出
し
た

要
望
書
に
示
し
た
「
各
種
情

報
対
策
」
「
独
自
支
援
対

策
」
「
感
染
防
止
対
策
」
の

３
項
目
に
つ
い
て
、
現
在
の

町
と
し
て
の
対
応
状
況
と
今

後
の
予
定
は
。
ま
た
町
内
事

業
者
の
現
状
に
つ
い
て
状
況

が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と
対

策
が
立
て
ら
れ
な
い
と
思
う

が
、
調
査
・
確
認
を
行
っ
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

　
②
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
・
田
舎
暮
ら
し
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
・
企
業
誘
致
と
移

住
定
住
及
び
空
き
家
対
策
を

複
合
的
に
絡
め
て
推
進
す
る

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
が
町
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長

①
「
各
種
情

　
　
　
報
対
策
」
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
助
成
金
及
び
給
付

金
等
一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
。

今
後
も
新
た
な
支
援
策
等
の

情
報
を
随
時
更
新
し
て
い
き

た
い
。
次
に
「
独
自
支
援
対

策
」
は
町
民
全
員
を
対
象
と

し
た
商
品
券
の
配
付
、
子
育

て
世
帯
や
事
業
者
へ
の
支
援

等
既
に
実
施
し
て
い
る
。
引

き
続
き
経
済
活
性
化
対
策
も

考
慮
し
検
討
し
た
い
。

　
次
に
「
感
染
防
止
対
策
」

は
病
院
・
介
護
施
設
等
へ
の

マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
配
付
及

び
主
要
な
公
共
施
設
へ
の
消

毒
液
設
置
な
ど
を
継
続
実
施

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
群
馬

県
の
協
力
も
得
て
西
吾
妻
福

祉
病
院
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

実
施
可
能
と
な
っ
た
。
な
お

町
内
事
業
者
の
状
況
に
つ
い

て
は
既
に
商
工
会
等
関
係
団

体
と
協
議
連
携
を
進
め
て
い

る
が
、
更
に
各
種
支
援
策
が

実
施
で
き
る
よ
う
調
査
確
認

作
業
を
行
い
た
い
。

　
②
企
業
誘
致
及
び
移
住
希

望
者
に
対
応
す
る
た
め
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
物
件
数
増
加

に
取
り
組
む
手
段
と
し
て
町

内
関
係
団
体
等
と
連
携
し
空

き
家
の
情
報
収
集
と
物
件
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
周

知
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
移

住
定
住
相
談
会
で
環
境
の
良

さ
や
首
都
圏
と
の
近
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
オ
フ
ィ
ス
移
転
も

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
①
町
内
事
業
者
の
支

　
　
　
援
に
つ
い
て
は
今
後

も
調
査
確
認
作
業
を
し
っ
か

り
行
い
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。

　
②
以
前
同
様
の
質
問
を
し

た
際
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を

利
用
し
て
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
ウ
エ
ブ

関
係
企
業
の
誘
致
を
進
め
た

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、

正
に
今
が
そ
の
時
期
で
あ
る

と
思
う
。
移
住
定
住
等
の
対

策
に
関
し
て
は
行
政
が
空
き

家
を
す
ぐ
に
住
め
る
状
態
に

改
修
を
行
い
移
住
者
が
す
ぐ

に
移
住
し
易
い
環
境
を
整
え

移
住
者
が
増
加
し
た
成
功
事

例
も
あ
る
。
今
後
学
校
統
合

に
よ
る
廃
校
舎
の
再
利
用
も

含
め
複
合
的
な
対
策
が
必
要

と
思
う
。

　
　
　
町
長

　①
コ
ロ
ナ
ウ

　
　
　
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て
は
今
後
も
議
会
と
行
政
が

連
携
を
密
に
し
て
対
策
を
し

っ
か
り
行
い
た
い
。

　
②
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
・
移

住
定
住
等
の
対
策
は
行
政
だ

け
で
は
出
来
な
い
。
地
元
に

は
豊
富
な
人
材
が
沢
山
い

る
。
廃
校
舎
の
再
利
用
も
含

め
沢
山
の
方
々
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
今
後
も
対
策
を
進

め
て
行
き
た
い
。

①新型コロナウイルス感染症対策に

関する議会からの要望についての

対応は

②リモートワーク・企業誘致、移住

・定住及び空き家対策は
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どなたでも傍聴することができ

ます。

　傍聴される際は議会開催日に

議場までお越しいただき、受付

票に必要事項を記入した後、受

付箱に投函して傍聴をお願いし

ます。

あなたも議会を
傍聴しませんか？

　なお開会時間は開催日により

異なり「くらしのカレンダー」

などで掲載している日程も変更

となる場合があります。また新

型コロナウイルス感染拡大防止

のため発熱など体調の悪い方の
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傍聴を希望される方はあらかじ
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　対する備えは
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た
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策
を
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し
て
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②
町
内
関
係
団
体
と
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し
て
情
報

収
集
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Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
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①
５
月
21
日
付
け
で

　
　
　
議
会
か
ら
提
出
し
た

要
望
書
に
示
し
た
「
各
種
情

報
対
策
」
「
独
自
支
援
対

策
」
「
感
染
防
止
対
策
」
の

３
項
目
に
つ
い
て
、
現
在
の

町
と
し
て
の
対
応
状
況
と
今

後
の
予
定
は
。
ま
た
町
内
事

業
者
の
現
状
に
つ
い
て
状
況

が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と
対

策
が
立
て
ら
れ
な
い
と
思
う

が
、
調
査
・
確
認
を
行
っ
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

　
②
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
・
田
舎
暮
ら
し
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
・
企
業
誘
致
と
移

住
定
住
及
び
空
き
家
対
策
を

複
合
的
に
絡
め
て
推
進
す
る

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
が
町
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長

①
「
各
種
情

　
　
　
報
対
策
」
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
助
成
金
及
び
給
付

金
等
一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
。

今
後
も
新
た
な
支
援
策
等
の

情
報
を
随
時
更
新
し
て
い
き

た
い
。
次
に
「
独
自
支
援
対

策
」
は
町
民
全
員
を
対
象
と

し
た
商
品
券
の
配
付
、
子
育

て
世
帯
や
事
業
者
へ
の
支
援

等
既
に
実
施
し
て
い
る
。
引

き
続
き
経
済
活
性
化
対
策
も

考
慮
し
検
討
し
た
い
。

　
次
に
「
感
染
防
止
対
策
」

は
病
院
・
介
護
施
設
等
へ
の

マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
配
付
及

び
主
要
な
公
共
施
設
へ
の
消

毒
液
設
置
な
ど
を
継
続
実
施

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
群
馬

県
の
協
力
も
得
て
西
吾
妻
福

祉
病
院
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

実
施
可
能
と
な
っ
た
。
な
お

町
内
事
業
者
の
状
況
に
つ
い

て
は
既
に
商
工
会
等
関
係
団

体
と
協
議
連
携
を
進
め
て
い

る
が
、
更
に
各
種
支
援
策
が

実
施
で
き
る
よ
う
調
査
確
認

作
業
を
行
い
た
い
。

　
②
企
業
誘
致
及
び
移
住
希

望
者
に
対
応
す
る
た
め
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
物
件
数
増
加

に
取
り
組
む
手
段
と
し
て
町

内
関
係
団
体
等
と
連
携
し
空

き
家
の
情
報
収
集
と
物
件
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
周

知
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
移

住
定
住
相
談
会
で
環
境
の
良

さ
や
首
都
圏
と
の
近
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
オ
フ
ィ
ス
移
転
も

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
①
町
内
事
業
者
の
支

　
　
　
援
に
つ
い
て
は
今
後

も
調
査
確
認
作
業
を
し
っ
か

り
行
い
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。

　
②
以
前
同
様
の
質
問
を
し

た
際
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を

利
用
し
て
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
ウ
エ
ブ

関
係
企
業
の
誘
致
を
進
め
た

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、

正
に
今
が
そ
の
時
期
で
あ
る

と
思
う
。
移
住
定
住
等
の
対

策
に
関
し
て
は
行
政
が
空
き

家
を
す
ぐ
に
住
め
る
状
態
に

改
修
を
行
い
移
住
者
が
す
ぐ

に
移
住
し
易
い
環
境
を
整
え

移
住
者
が
増
加
し
た
成
功
事

例
も
あ
る
。
今
後
学
校
統
合

に
よ
る
廃
校
舎
の
再
利
用
も

含
め
複
合
的
な
対
策
が
必
要

と
思
う
。

　
　
　
町
長

　①
コ
ロ
ナ
ウ

　
　
　
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い

て
は
今
後
も
議
会
と
行
政
が

連
携
を
密
に
し
て
対
策
を
し

っ
か
り
行
い
た
い
。

　
②
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
・
移

住
定
住
等
の
対
策
は
行
政
だ

け
で
は
出
来
な
い
。
地
元
に

は
豊
富
な
人
材
が
沢
山
い

る
。
廃
校
舎
の
再
利
用
も
含

め
沢
山
の
方
々
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
今
後
も
対
策
を
進

め
て
行
き
た
い
。

①新型コロナウイルス感染症対策に

関する議会からの要望についての

対応は

②リモートワーク・企業誘致、移住

・定住及び空き家対策は
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牧山　明　議員
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ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

町長の思い描く

長野原町とは

①新型コロナウイルス感染症の第２波、

第３波に対する備えは

②持続可能な地域振興計画の確立を

全
て
の
住
民
が
輝
き
、

活
気
溢
れ
る
町

①
抗
体
検
査
の
実
施
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
可
能
に

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
反
映
さ
せ
行

政
運
営
を
行
う

　
　
　
①
国
に
よ
る
緊
急
事

　
　
　
態
宣
言
解
除
を
受
け

地
域
の
生
活
や
学
校
再
開
、

経
済
活
動
の
再
開
等
が
始

ま
っ
て
い
る
中
で
第
２
波
、

第
３
波
の
感
染
拡
大
に
対
す

る
国
の
対
策
は
不
十
分
の
よ

う
に
感
じ
る
。
唾
液
を
サ
ン

プ
ル
に
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

実
施
拡
充
も
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
町
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
る
の
か
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
②
地
域
振
興
の
基
本
は
農

業
・
観
光
業
・
建
設
、
建
築

業
・
製
造
業
・
小
売
業
な
ど

の
振
興
と
医
療
や
介
護
、
福

祉
な
ど
の
事
業
所
、
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
持
続
可
能
な
発

展
と
考
え
る
が
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
今
ま
で
と
異
な
る
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に

通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思

う
。
今
後
こ
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
、
町
民
の
声
を
聞
き

な
が
ら
民
主
的
、
合
理
的
に

地
域
振
興
に
取
り
組
む
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
①
抗
体
検
査

　
　
　
の
実
施
に
よ
り
収
集

で
き
る
各
種
デ
ー
タ
の
活
用

と
西
吾
妻
福
祉
病
院
で
実
施

可
能
と
な
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

に
よ
っ
て
身
近
な
検
査
体
制

が
構
築
さ
れ
地
域
で
の
早
期

発
見
、
感
染
拡
大
防
止
に
繋

が
る
と
考
え
る
。

　
②
長
野
原
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

策
定
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を

反
映
さ
せ
、
事
務
事
業
の
効

率
化
や
環
境
面
に
配
慮
し
将

来
に
持
続
可
能
な
目
標
を
掲

　
　
　
昭
和
27
年
よ
り
約
68

　
　
　
年
の
年
月
を
費
や
し
、

令
和
２
年
３
月
31
日
に
八
ッ

場
ダ
ム
が
完
成
し
、
生
活
再

建
事
業
及
び
イ
ン
フ
ラ
事
業

等
が
完
成
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
長
野
原
町
を
取
り
囲

む
環
境
も
変
化
し
、
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
行
く
事

と
思
う
が
、
５
年
後
、
10
年

後
の
町
長
の
思
い
描
く
長
野

原
町
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
ど

の
よ
う
な
町
か
。

　
　
　
町
長

今
年
度
は
、

　
　
　
昨
年
度
末
に
長
年
の

紆
余
曲
折
を
経
て
漸
く
八
ッ

場
ダ
ム
が
完
成
し
今
後
の
５

年
先
、
10
年
先
の
長
野
原
町

を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
い

く
重
要
な
節
目
の
年
に
な
る

と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
人
と

地
域
を
つ
な
ぐ
・
人
を
育
て

る
事
を
目
標
に
町
民
皆
様
と

関
連
事
業
を
進
め
て
い
く
新

た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
る

と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
八
ッ
場
ダ
ム
事
業

で
整
備
さ
れ
た
施
設
を
充
分

に
活
用
す
る
た
め
、
関
係
団

体
等
と
連
携
を
図
り
八
ッ
場

か
ら
浅
間
ま
で
の
地
域
を
つ

な
ぎ
町
全
体
の
産
業
及
び
観

光
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

将
来
、
町
の
人
口
減
少
が
予

想
さ
れ
る
が
小
さ
く
て
も
活

気
が
あ
り
、
住
民
一
人
ひ
と

り
が
輝
き
、
持
続
可
能
な
町

に
し
た
い
。

　
　
　
町
長
が
思
い
描
く
長

　
　
　
野
原
町
を
つ
く
る
た

め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
町

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を

す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
事

は
何
か
。

　
　
　
町
長

長
野
原
町
は

　
　
　
ダ
ム
関
連
で
始
ま
っ

た
下
流
都
県
と
の
繋
が
り
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
長
野
原
町
を
訪

れ
水
の
大
切
さ
や
浅
間
高
原

の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

験
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
沢
山

の
子
ど
も
た
ち
が
長
野
原
町

を
訪
れ
、
賑
わ
い
の
あ
る
町

づ
く
り
を
し
た
い
。
ま
た
長

野
原
町
は
以
前
と
比
べ
大
き

く
環
境
が
変
わ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
ど
ん
な
に
環
境
が
変

わ
っ
て
も
人
の
意
識
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
良
い
方
向
に
は

向
か
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に

は
５
年
先
・
10
年
先
に
様
々

な
分
野
で
新
た
な
人
材
が
活

躍
で
き
る
町
を
つ
く
る
た
め

に
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
行

く
こ
と
と
同
時
に
女
性
が
活

躍
で
き
る
町
に
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
。

げ
行
政
運
営
を
行
っ
て
行
き

た
い
。
ま
た
一
般
社
団
法
人

つ
な
ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な
が
の

は
ら
は
、
長
野
原
町
が
持
続

し
発
展
し
て
い
く
た
め
、
行

政
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な

り
地
域
づ
く
り
を
行
う
組
織

と
位
置
付
け
、
合
理
的
か
つ

民
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
実

現
で
き
る
と
期
待
し
て
い

る
。

　
　
　
①
町
内
で
陽
性
者
が

　
　
　
出
た
場
合
の
隔
離
の

方
法
は
何
か
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
こ
れ
か
ら
迎
え
る

豪
雨
シ
ー
ズ
ン
向
け
た
避
難

所
の
対
策
は
。

　
②
町
の
地
域
振
興
計
画
を

策
定
す
る
う
え
で
大
事
な
こ

と
は
多
種
多
様
な
業
種
が
存

在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
が

考
え
ら
れ
る
中
で
こ
れ
ら

様
々
な
業
種
の
方
た
ち
と

町
・
議
会
が
充
分
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
計
画
策
定
で
な

け
れ
ば
実
効
性
は
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
①
隔
離
に
関

　
　
　
し
て
は
医
師
や
県
の

担
当
者
と
協
議
を
行
っ
て
い

る
が
、
県
が
用
意
し
た
ホ
テ

ル
や
病
院
な
ど
を
考
え
て
い

る
。
避
難
所
に
つ
い
て
は
町

内
の
各
避
難
所
で
復
数
の
部

屋
等
に
分
散
さ
せ
る
な
ど
の

対
応
を
行
い
た
い
。
ま
た
跡

見
学
園
等
の
ご
協
力
を
頂
き

災
害
時
に
は
施
設
を
避
難
所

と
し
て
活
用
し
別
荘
利
用
者

や
観
光
客
用
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
②
今
年
度
の
施
政
方
針
の

中
で
、
今
年
は
様
々
な
産
業

の
人
達
と
向
き
合
う
年
と
し

た
い
と
述
べ
た
。
様
々
な
業

種
毎
に
集
ま
り
色
々
な
意
見

が
聞
け
る
こ
と
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
考
え
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
う
。
ま
た
今
後
は

こ
れ
ら
の
意
見
交
換
の
場
に

議
員
の
方
々
も
加
わ
っ
て
も

ら
え
た
ら
い
い
と
思
う
。

本会議の様子
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はぎわら むねひと

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

町長の思い描く

長野原町とは

①新型コロナウイルス感染症の第２波、

第３波に対する備えは

②持続可能な地域振興計画の確立を

全
て
の
住
民
が
輝
き
、

活
気
溢
れ
る
町

①
抗
体
検
査
の
実
施
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
可
能
に

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
反
映
さ
せ
行

政
運
営
を
行
う

　
　
　
①
国
に
よ
る
緊
急
事

　
　
　
態
宣
言
解
除
を
受
け

地
域
の
生
活
や
学
校
再
開
、

経
済
活
動
の
再
開
等
が
始

ま
っ
て
い
る
中
で
第
２
波
、

第
３
波
の
感
染
拡
大
に
対
す

る
国
の
対
策
は
不
十
分
の
よ

う
に
感
じ
る
。
唾
液
を
サ
ン

プ
ル
に
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

実
施
拡
充
も
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
町
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
る
の
か
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
②
地
域
振
興
の
基
本
は
農

業
・
観
光
業
・
建
設
、
建
築

業
・
製
造
業
・
小
売
業
な
ど

の
振
興
と
医
療
や
介
護
、
福

祉
な
ど
の
事
業
所
、
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
持
続
可
能
な
発

展
と
考
え
る
が
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
今
ま
で
と
異
な
る
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に

通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思

う
。
今
後
こ
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
、
町
民
の
声
を
聞
き

な
が
ら
民
主
的
、
合
理
的
に

地
域
振
興
に
取
り
組
む
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
①
抗
体
検
査

　
　
　
の
実
施
に
よ
り
収
集

で
き
る
各
種
デ
ー
タ
の
活
用

と
西
吾
妻
福
祉
病
院
で
実
施

可
能
と
な
っ
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

に
よ
っ
て
身
近
な
検
査
体
制

が
構
築
さ
れ
地
域
で
の
早
期

発
見
、
感
染
拡
大
防
止
に
繋

が
る
と
考
え
る
。

　
②
長
野
原
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

策
定
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を

反
映
さ
せ
、
事
務
事
業
の
効

率
化
や
環
境
面
に
配
慮
し
将

来
に
持
続
可
能
な
目
標
を
掲

　
　
　
昭
和
27
年
よ
り
約
68

　
　
　
年
の
年
月
を
費
や
し
、

令
和
２
年
３
月
31
日
に
八
ッ

場
ダ
ム
が
完
成
し
、
生
活
再

建
事
業
及
び
イ
ン
フ
ラ
事
業

等
が
完
成
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
長
野
原
町
を
取
り
囲

む
環
境
も
変
化
し
、
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
行
く
事

と
思
う
が
、
５
年
後
、
10
年

後
の
町
長
の
思
い
描
く
長
野

原
町
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
ど

の
よ
う
な
町
か
。

　
　
　
町
長

今
年
度
は
、

　
　
　
昨
年
度
末
に
長
年
の

紆
余
曲
折
を
経
て
漸
く
八
ッ

場
ダ
ム
が
完
成
し
今
後
の
５

年
先
、
10
年
先
の
長
野
原
町

を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
い

く
重
要
な
節
目
の
年
に
な
る

と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
人
と

地
域
を
つ
な
ぐ
・
人
を
育
て

る
事
を
目
標
に
町
民
皆
様
と

関
連
事
業
を
進
め
て
い
く
新

た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
る

と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
八
ッ
場
ダ
ム
事
業

で
整
備
さ
れ
た
施
設
を
充
分

に
活
用
す
る
た
め
、
関
係
団

体
等
と
連
携
を
図
り
八
ッ
場

か
ら
浅
間
ま
で
の
地
域
を
つ

な
ぎ
町
全
体
の
産
業
及
び
観

光
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

将
来
、
町
の
人
口
減
少
が
予

想
さ
れ
る
が
小
さ
く
て
も
活

気
が
あ
り
、
住
民
一
人
ひ
と

り
が
輝
き
、
持
続
可
能
な
町

に
し
た
い
。

　
　
　
町
長
が
思
い
描
く
長

　
　
　
野
原
町
を
つ
く
る
た

め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
町

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を

す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
事

は
何
か
。

　
　
　
町
長

長
野
原
町
は

　
　
　
ダ
ム
関
連
で
始
ま
っ

た
下
流
都
県
と
の
繋
が
り
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
長
野
原
町
を
訪

れ
水
の
大
切
さ
や
浅
間
高
原

の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

験
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
沢
山

の
子
ど
も
た
ち
が
長
野
原
町

を
訪
れ
、
賑
わ
い
の
あ
る
町

づ
く
り
を
し
た
い
。
ま
た
長

野
原
町
は
以
前
と
比
べ
大
き

く
環
境
が
変
わ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
ど
ん
な
に
環
境
が
変

わ
っ
て
も
人
の
意
識
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
良
い
方
向
に
は

向
か
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に

は
５
年
先
・
10
年
先
に
様
々

な
分
野
で
新
た
な
人
材
が
活

躍
で
き
る
町
を
つ
く
る
た
め

に
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
行

く
こ
と
と
同
時
に
女
性
が
活

躍
で
き
る
町
に
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
。

げ
行
政
運
営
を
行
っ
て
行
き

た
い
。
ま
た
一
般
社
団
法
人

つ
な
ぐ
カ
ン
パ
ニ
ー
な
が
の

は
ら
は
、
長
野
原
町
が
持
続

し
発
展
し
て
い
く
た
め
、
行

政
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な

り
地
域
づ
く
り
を
行
う
組
織

と
位
置
付
け
、
合
理
的
か
つ

民
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
実

現
で
き
る
と
期
待
し
て
い

る
。

　
　
　
①
町
内
で
陽
性
者
が

　
　
　
出
た
場
合
の
隔
離
の

方
法
は
何
か
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
こ
れ
か
ら
迎
え
る

豪
雨
シ
ー
ズ
ン
向
け
た
避
難

所
の
対
策
は
。

　
②
町
の
地
域
振
興
計
画
を

策
定
す
る
う
え
で
大
事
な
こ

と
は
多
種
多
様
な
業
種
が
存

在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
が

考
え
ら
れ
る
中
で
こ
れ
ら

様
々
な
業
種
の
方
た
ち
と

町
・
議
会
が
充
分
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
計
画
策
定
で
な

け
れ
ば
実
効
性
は
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
①
隔
離
に
関

　
　
　
し
て
は
医
師
や
県
の

担
当
者
と
協
議
を
行
っ
て
い

る
が
、
県
が
用
意
し
た
ホ
テ

ル
や
病
院
な
ど
を
考
え
て
い

る
。
避
難
所
に
つ
い
て
は
町

内
の
各
避
難
所
で
復
数
の
部

屋
等
に
分
散
さ
せ
る
な
ど
の

対
応
を
行
い
た
い
。
ま
た
跡

見
学
園
等
の
ご
協
力
を
頂
き

災
害
時
に
は
施
設
を
避
難
所

と
し
て
活
用
し
別
荘
利
用
者

や
観
光
客
用
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
②
今
年
度
の
施
政
方
針
の

中
で
、
今
年
は
様
々
な
産
業

の
人
達
と
向
き
合
う
年
と
し

た
い
と
述
べ
た
。
様
々
な
業

種
毎
に
集
ま
り
色
々
な
意
見

が
聞
け
る
こ
と
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
考
え
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
う
。
ま
た
今
後
は

こ
れ
ら
の
意
見
交
換
の
場
に

議
員
の
方
々
も
加
わ
っ
て
も

ら
え
た
ら
い
い
と
思
う
。

本会議の様子
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梶野　寛丈　議員
かじの ひろたけ

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

GIGAスクール構想とは？

⇒一人一台端末環境の整備を行い高速大容量の通信ネットワークを

　一体的に整備する構想。

子ども達の将来に

必要な教育とは

群馬TVデータ放送を使った、

町民への情報提供について

調
査
を
行
い
、

検
討
し
た
い

　
　
　現
在
、
町
民
へ
の
情

　
　
　報
伝
達
の
方
法
と
し

て
回
覧
板
・
防
災
無
線
・
毎

戸
配
付
・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
情
報
提
供
し
て
い
る

が
、
大
切
な
情
報
で
あ
っ
て

も
町
民
に
周
知
で
き
て
お
ら

ず
情
報
提
供
方
法
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
群

馬
Ｔ
Ｖ
で
行
っ
て
る
デ
ー
タ

放
送
を
活
用
し
て
、
テ
レ
ビ

で
い
つ
で
も
町
の
情
報
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。　

　
　町
長

　昨
年
度
か
ら

　
　
　二
箇
年
に
渡
り
、
地

域
住
民
へ
の
情
報
伝
達
の
品

質
向
上
確
保
の
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
近
年
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
容
な
ど
に

よ
り
、
多
様
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
求
め
ら
れ
て
い

る
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
を
図
る
上
で
回
覧
板
は
必

要
な
情
報
伝
達
手
段
の
ひ
と

つ
と
考
え
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
の
活
用
に
つ
い

て
も
調
査
等
を
行
い
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　長
野
原
町
の
世
帯
数

　
　
　は
現
在
お
よ
そ
２
，

５
０
０
世
帯
程
あ
り
、
そ
の

内
70
歳
以
上
の
一
人
世
帯
が

３
６
３
世
帯
程
い
る
が
、
こ

う
し
た
高
齢
者
世
帯
の
方
々

は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機
器
が

無
い
世
帯
も
多
く
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
用
が
出

来
な
い
世
帯
で
あ
る
と
思

う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し

た
高
齢
者
世
帯
で
も
テ
レ
ビ

は
あ
る
と
思
う
の
で
テ
レ
ビ

を
活
用
し
た
情
報
伝
達
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
思
う
。

今
の
群
馬
Ｔ
Ｖ
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
れ
ば
一
箇
月
３
５
，
０

０
０
円
程
の
費
用
で
放
送
可

能
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り

回
覧
板
等
に
要
す
る
紙
代
と

比
較
し
て
も
そ
ん
な
に
高
額

な
費
用
で
は
な
い
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　町
長

　現
在
、
町
民

　
　
　の
方
々
が
携
帯
電
話

を
ど
れ
く
ら
い
保
有
し
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
町

か
ら
の
情
報
発
信
の
ひ
と
つ

に
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
う

手
段
が
あ
る
。
現
在
の
登
録

者
数
は
６
０
０
人
～
７
０
０

人
程
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
周

知
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ

る
が
携
帯
電
話
保
有
率
の
高

い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
携

帯
電
話
を
利
用
し
た
情
報
伝

達
の
方
法
も
考
え
ら
れ
る
と

思
う
が
、
高
齢
者
の
方
々
が

ど
れ
く
ら
い
携
帯
電
話
を
保

有
し
て
い
る
の
か
な
ど
の
課

題
も
あ
る
。
町
民
全
て
の

方
々
に
正
確
な
情
報
を
迅
速

に
伝
達
さ
せ
る
こ
と
は
行
政

の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と

思
う
が
、
Ｔ
Ｖ
デ
ー
タ
放
送

シ
ス
テ
ム
も
含
め
高
齢
者
等

に
も
配
慮
し
た
情
報
伝
達
の

方
法
を
今
後
調
査
、
検
討
し

て
行
き
た
い
。

　
　
　①
文
部
科
学
省
が
推

　
　
　進
す
る
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
を
受
け
事
業
の
前
倒
し

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
町
で

も
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
そ
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
予
定
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

②
地
域
の
教
育
に
つ
い
て
、

現
在
子
ど
も
達
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
時

代
の
変
化
等
に
伴
い
強
制
的

な
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
を
迎
え
た
今
、

改
め
て
広
い
視
野
で
子
ど
も

達
を
捉
え
て
行
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
自
然
溢
れ
る
長

野
原
町
の
子
ど
も
達
で
さ
え

も
外
で
遊
ぶ
機
会
が
減
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
野
外

で
の
遊
び
は
子
ど
も
の
成
長

過
程
に
於
い
て
と
て
も
重
要

な
事
だ
と
思
う
。
未
来
を
担

う
地
域
の
子
ど
も
達
が
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
生
き
て
行
く

た
め
に
何
が
必
要
と
思
う
か

伺
い
た
い
。

　
　

　
　
　教
育
長

　①
現
在
、

　
　
　一
人
一
台
端
末
に
つ

い
て
は
、
群
馬
県
が
こ
れ
か

ら
端
末
の
仕
様
書
を
示
す
予

定
で
、
県
内
自
治
体
で
の
共

同
調
達
を
視
野
に
入
れ
た
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　今
後
は
、
長
野
原
町
に

合
っ
た
校
内
の
L
A
N
環
境

と
一
人
一
台
端
末
の
整
備
を

本
日
議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

を
活
用
し
今
年
度
中
に
整
備

を
し
た
い
。

   

②
今
、
子
ど
も
達
に
必
要

な
力
と
し
て
「
生
き
る
力
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
「
生

き
る
力
」
と
は
自
ら
課
題
を

見
つ
け
、
自
ら
学
び
考
え
、

主
体
的
に
判
断
し
行
動
で
き
、

問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能

力
で
あ
り
、
自
ら
を
律
し
つ

つ
、
他
人
と
も
協
調
し
、
他

人
を
思
い
や
る
心
な
ど
の
豊

か
な
人
間
性
で
あ
り
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
た
め
の
体
力

で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
長
野

原
町
で
は
長
野
原
町
教
育
大

綱
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自

立
と
共
生
」
を
「
生
き
る

力
」
と
捉
え
、
子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
を
目
標
に
学

校
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭

や
地
域
な
ど
社
会
全
体
で
子

ど
も
達
の
教
育
に
取
り
組
む

た
め
に
保
護
者
や
地
域
の
方

々
と
連
携
を
深
め
た
教
育
行

政
を
今
後
も
推
進
し
て
行
き

た
い
。

　
　
　①
時
代
の
変
化
に
対

　
　
　応
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

な
る
べ
く
早
く
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

②
地
域
と
の
連
携
に
つ
い

て
現
状
の
課
題
は
何
な
の
か
、

今
必
要
な
こ
と
は
子
ど
も
の

学
び
や
地
域
と
の
連
携
の
た

め
に
独
自
の
具
体
的
な
構
想

を
考
え
る
こ
と
だ
と
思
う
が

町
の
教
育
大
綱
の
実
施
と
地
域
と

連
携
し
た
教
育
行
政
の
実
施

具
体
的
な
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　教
育
長

　①
今
、
G

　
　
　I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
と
は
別
に
小
中
学
生
全
員

に
ズ
ー
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
練
習
を
し
て
い
る
。

I
C
T
に
つ
い
て
は
先
生
方

に
も
得
意
、
不
得
意
が
あ
る

が
皆
で
同
じ
方
向
を
向
き
上

手
く
教
育
の
中
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
。

②
地
域
と
の
連
携
の
現
状

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
ー
ル
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動

や
カ
ル
タ
大
会
や
地
域
の
行

事
な
ど
へ
の
子
ど
も
達
の
参

加
な
ど
地
域
の
大
人
達
と
関

わ
る
行
事
が
沢
山
あ
る
。
ま

た
大
人
が
子
ど
も
達
の
た
め

に
何
が
出
来
る
か
を
話
し
合

う
組
織
も
沢
山
あ
る
の
で
今

後
も
こ
う
し
た
行
事
や
組
織

を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も

学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
子

ど
も
達
を
育
て
て
行
き
た
い
。
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ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

GIGAスクール構想とは？

⇒一人一台端末環境の整備を行い高速大容量の通信ネットワークを

　一体的に整備する構想。

子ども達の将来に

必要な教育とは

群馬TVデータ放送を使った、

町民への情報提供について

調
査
を
行
い
、

検
討
し
た
い

　
　
　現
在
、
町
民
へ
の
情

　
　
　報
伝
達
の
方
法
と
し

て
回
覧
板
・
防
災
無
線
・
毎

戸
配
付
・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
情
報
提
供
し
て
い
る

が
、
大
切
な
情
報
で
あ
っ
て

も
町
民
に
周
知
で
き
て
お
ら

ず
情
報
提
供
方
法
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
群

馬
Ｔ
Ｖ
で
行
っ
て
る
デ
ー
タ

放
送
を
活
用
し
て
、
テ
レ
ビ

で
い
つ
で
も
町
の
情
報
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。　

　
　町
長

　昨
年
度
か
ら

　
　
　二
箇
年
に
渡
り
、
地

域
住
民
へ
の
情
報
伝
達
の
品

質
向
上
確
保
の
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
近
年
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
容
な
ど
に

よ
り
、
多
様
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
求
め
ら
れ
て
い

る
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
を
図
る
上
で
回
覧
板
は
必

要
な
情
報
伝
達
手
段
の
ひ
と

つ
と
考
え
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
の
活
用
に
つ
い

て
も
調
査
等
を
行
い
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　長
野
原
町
の
世
帯
数

　
　
　は
現
在
お
よ
そ
２
，

５
０
０
世
帯
程
あ
り
、
そ
の

内
70
歳
以
上
の
一
人
世
帯
が

３
６
３
世
帯
程
い
る
が
、
こ

う
し
た
高
齢
者
世
帯
の
方
々

は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機
器
が

無
い
世
帯
も
多
く
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
用
が
出

来
な
い
世
帯
で
あ
る
と
思

う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し

た
高
齢
者
世
帯
で
も
テ
レ
ビ

は
あ
る
と
思
う
の
で
テ
レ
ビ

を
活
用
し
た
情
報
伝
達
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
思
う
。

今
の
群
馬
Ｔ
Ｖ
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
れ
ば
一
箇
月
３
５
，
０

０
０
円
程
の
費
用
で
放
送
可

能
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り

回
覧
板
等
に
要
す
る
紙
代
と

比
較
し
て
も
そ
ん
な
に
高
額

な
費
用
で
は
な
い
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　町
長

　現
在
、
町
民

　
　
　の
方
々
が
携
帯
電
話

を
ど
れ
く
ら
い
保
有
し
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
町

か
ら
の
情
報
発
信
の
ひ
と
つ

に
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
う

手
段
が
あ
る
。
現
在
の
登
録

者
数
は
６
０
０
人
～
７
０
０

人
程
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
周

知
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ

る
が
携
帯
電
話
保
有
率
の
高

い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
携

帯
電
話
を
利
用
し
た
情
報
伝

達
の
方
法
も
考
え
ら
れ
る
と

思
う
が
、
高
齢
者
の
方
々
が

ど
れ
く
ら
い
携
帯
電
話
を
保

有
し
て
い
る
の
か
な
ど
の
課

題
も
あ
る
。
町
民
全
て
の

方
々
に
正
確
な
情
報
を
迅
速

に
伝
達
さ
せ
る
こ
と
は
行
政

の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と

思
う
が
、
Ｔ
Ｖ
デ
ー
タ
放
送

シ
ス
テ
ム
も
含
め
高
齢
者
等

に
も
配
慮
し
た
情
報
伝
達
の

方
法
を
今
後
調
査
、
検
討
し

て
行
き
た
い
。

　
　
　①
文
部
科
学
省
が
推

　
　
　進
す
る
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
を
受
け
事
業
の
前
倒
し

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
町
で

も
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
そ
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
予
定
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

②
地
域
の
教
育
に
つ
い
て
、

現
在
子
ど
も
達
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
時

代
の
変
化
等
に
伴
い
強
制
的

な
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
を
迎
え
た
今
、

改
め
て
広
い
視
野
で
子
ど
も

達
を
捉
え
て
行
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
自
然
溢
れ
る
長

野
原
町
の
子
ど
も
達
で
さ
え

も
外
で
遊
ぶ
機
会
が
減
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
野
外

で
の
遊
び
は
子
ど
も
の
成
長

過
程
に
於
い
て
と
て
も
重
要

な
事
だ
と
思
う
。
未
来
を
担

う
地
域
の
子
ど
も
達
が
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
生
き
て
行
く

た
め
に
何
が
必
要
と
思
う
か

伺
い
た
い
。

　
　

　
　
　教
育
長

　①
現
在
、

　
　
　一
人
一
台
端
末
に
つ

い
て
は
、
群
馬
県
が
こ
れ
か

ら
端
末
の
仕
様
書
を
示
す
予

定
で
、
県
内
自
治
体
で
の
共

同
調
達
を
視
野
に
入
れ
た
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　今
後
は
、
長
野
原
町
に

合
っ
た
校
内
の
L
A
N
環
境

と
一
人
一
台
端
末
の
整
備
を

本
日
議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

を
活
用
し
今
年
度
中
に
整
備

を
し
た
い
。

   

②
今
、
子
ど
も
達
に
必
要

な
力
と
し
て
「
生
き
る
力
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
「
生

き
る
力
」
と
は
自
ら
課
題
を

見
つ
け
、
自
ら
学
び
考
え
、

主
体
的
に
判
断
し
行
動
で
き
、

問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能

力
で
あ
り
、
自
ら
を
律
し
つ

つ
、
他
人
と
も
協
調
し
、
他

人
を
思
い
や
る
心
な
ど
の
豊

か
な
人
間
性
で
あ
り
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
た
め
の
体
力

で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
長
野

原
町
で
は
長
野
原
町
教
育
大

綱
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自

立
と
共
生
」
を
「
生
き
る

力
」
と
捉
え
、
子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
を
目
標
に
学

校
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭

や
地
域
な
ど
社
会
全
体
で
子

ど
も
達
の
教
育
に
取
り
組
む

た
め
に
保
護
者
や
地
域
の
方

々
と
連
携
を
深
め
た
教
育
行

政
を
今
後
も
推
進
し
て
行
き

た
い
。

　
　
　①
時
代
の
変
化
に
対

　
　
　応
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

な
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べ
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早
く
進
め
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い
た

だ
き
た
い
。

②
地
域
と
の
連
携
に
つ
い

て
現
状
の
課
題
は
何
な
の
か
、

今
必
要
な
こ
と
は
子
ど
も
の

学
び
や
地
域
と
の
連
携
の
た

め
に
独
自
の
具
体
的
な
構
想

を
考
え
る
こ
と
だ
と
思
う
が

町
の
教
育
大
綱
の
実
施
と
地
域
と

連
携
し
た
教
育
行
政
の
実
施

具
体
的
な
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　教
育
長

　①
今
、
G

　
　
　I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
と
は
別
に
小
中
学
生
全
員

に
ズ
ー
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
練
習
を
し
て
い
る
。

I
C
T
に
つ
い
て
は
先
生
方

に
も
得
意
、
不
得
意
が
あ
る

が
皆
で
同
じ
方
向
を
向
き
上

手
く
教
育
の
中
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
。

②
地
域
と
の
連
携
の
現
状

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
ー
ル
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動

や
カ
ル
タ
大
会
や
地
域
の
行

事
な
ど
へ
の
子
ど
も
達
の
参

加
な
ど
地
域
の
大
人
達
と
関

わ
る
行
事
が
沢
山
あ
る
。
ま

た
大
人
が
子
ど
も
達
の
た
め

に
何
が
出
来
る
か
を
話
し
合

う
組
織
も
沢
山
あ
る
の
で
今

後
も
こ
う
し
た
行
事
や
組
織

を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も

学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
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ど
も
達
を
育
て
て
行
き
た
い
。
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群馬TVデータ放送を使った、

町民への情報提供について

調
査
を
行
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、

検
討
し
た
い
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、
町
民
へ
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情
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達
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と
し

て
回
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・
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無
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・
毎
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・
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提
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に
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か
町
長
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長
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度
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ら
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箇
年
に
渡
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、
地

域
住
民
へ
の
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報
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達
の
品
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向
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確
保
の
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
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行
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年
、
住

民
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の
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内
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の
一
人
世
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世
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に
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用
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と
思
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長
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保
有
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ま
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現
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が
あ

る
が
携
帯
電
話
保
有
率
の
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現
代
社
会
に
お
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を
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の

方
々
に
正
確
な
情
報
を
迅
速

に
伝
達
さ
せ
る
こ
と
は
行
政

の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と

思
う
が
、
Ｔ
Ｖ
デ
ー
タ
放
送

シ
ス
テ
ム
も
含
め
高
齢
者
等

に
も
配
慮
し
た
情
報
伝
達
の

方
法
を
今
後
調
査
、
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た
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文
部
科
学
省
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す
る
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ク
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ウ
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拡
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業
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前
倒
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れ
て
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り
、
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で

も
準
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進
め
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い
る

と
思
う
が
、
そ
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
予
定
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

②
地
域
の
教
育
に
つ
い
て
、

現
在
子
ど
も
達
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
時

代
の
変
化
等
に
伴
い
強
制
的

な
変
化
が
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め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
を
迎
え
た
今
、

改
め
て
広
い
視
野
で
子
ど
も

達
を
捉
え
て
行
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
自
然
溢
れ
る
長

野
原
町
の
子
ど
も
達
で
さ
え

も
外
で
遊
ぶ
機
会
が
減
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
野
外

で
の
遊
び
は
子
ど
も
の
成
長

過
程
に
於
い
て
と
て
も
重
要

な
事
だ
と
思
う
。
未
来
を
担

う
地
域
の
子
ど
も
達
が
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
生
き
て
行
く

た
め
に
何
が
必
要
と
思
う
か

伺
い
た
い
。

　
　

　
　
　教
育
長

　①
現
在
、

　
　
　一
人
一
台
端
末
に
つ

い
て
は
、
群
馬
県
が
こ
れ
か

ら
端
末
の
仕
様
書
を
示
す
予

定
で
、
県
内
自
治
体
で
の
共

同
調
達
を
視
野
に
入
れ
た
整

備
を
進
め
て
い
る
。

　今
後
は
、
長
野
原
町
に

合
っ
た
校
内
の
L
A
N
環
境

と
一
人
一
台
端
末
の
整
備
を

本
日
議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

を
活
用
し
今
年
度
中
に
整
備

を
し
た
い
。

   

②
今
、
子
ど
も
達
に
必
要

な
力
と
し
て
「
生
き
る
力
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
「
生

き
る
力
」
と
は
自
ら
課
題
を

見
つ
け
、
自
ら
学
び
考
え
、

主
体
的
に
判
断
し
行
動
で
き
、

問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能

力
で
あ
り
、
自
ら
を
律
し
つ

つ
、
他
人
と
も
協
調
し
、
他

人
を
思
い
や
る
心
な
ど
の
豊

か
な
人
間
性
で
あ
り
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
た
め
の
体
力

で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
長
野

原
町
で
は
長
野
原
町
教
育
大

綱
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自

立
と
共
生
」
を
「
生
き
る

力
」
と
捉
え
、
子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
を
目
標
に
学

校
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭

や
地
域
な
ど
社
会
全
体
で
子

ど
も
達
の
教
育
に
取
り
組
む

た
め
に
保
護
者
や
地
域
の
方

々
と
連
携
を
深
め
た
教
育
行

政
を
今
後
も
推
進
し
て
行
き

た
い
。

　
　
　①
時
代
の
変
化
に
対

　
　
　応
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

な
る
べ
く
早
く
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

②
地
域
と
の
連
携
に
つ
い

て
現
状
の
課
題
は
何
な
の
か
、

今
必
要
な
こ
と
は
子
ど
も
の

学
び
や
地
域
と
の
連
携
の
た

め
に
独
自
の
具
体
的
な
構
想

を
考
え
る
こ
と
だ
と
思
う
が

町
の
教
育
大
綱
の
実
施
と
地
域
と

連
携
し
た
教
育
行
政
の
実
施

具
体
的
な
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　教
育
長

　①
今
、
G

　
　
　I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
と
は
別
に
小
中
学
生
全
員

に
ズ
ー
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
の
練
習
を
し
て
い
る
。

I
C
T
に
つ
い
て
は
先
生
方

に
も
得
意
、
不
得
意
が
あ
る

が
皆
で
同
じ
方
向
を
向
き
上

手
く
教
育
の
中
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
。

②
地
域
と
の
連
携
の
現
状

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
ー
ル
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動

や
カ
ル
タ
大
会
や
地
域
の
行

事
な
ど
へ
の
子
ど
も
達
の
参

加
な
ど
地
域
の
大
人
達
と
関

わ
る
行
事
が
沢
山
あ
る
。
ま

た
大
人
が
子
ど
も
達
の
た
め

に
何
が
出
来
る
か
を
話
し
合

う
組
織
も
沢
山
あ
る
の
で
今

後
も
こ
う
し
た
行
事
や
組
織

を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も

学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
子

ど
も
達
を
育
て
て
行
き
た
い
。
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梶野　寛丈　議員
かじの ひろたけ

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

GIGAスクール構想とは？

⇒一人一台端末環境の整備を行い高速大容量の通信ネットワークを

　一体的に整備する構想。
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検
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た
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在
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民
へ
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伝
達
の
方
法
と
し
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回
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線
・
毎
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ー
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供
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馬
Ｔ
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行
っ
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デ
ー
タ

放
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を
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用
し
て
、
テ
レ
ビ

で
い
つ
で
も
町
の
情
報
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。　

　
　町
長

　昨
年
度
か
ら

　
　
　二
箇
年
に
渡
り
、
地

域
住
民
へ
の
情
報
伝
達
の
品

質
向
上
確
保
の
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
近
年
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
容
な
ど
に

よ
り
、
多
様
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
求
め
ら
れ
て
い

る
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
を
図
る
上
で
回
覧
板
は
必

要
な
情
報
伝
達
手
段
の
ひ
と

つ
と
考
え
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
の
活
用
に
つ
い

て
も
調
査
等
を
行
い
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　長
野
原
町
の
世
帯
数

　
　
　は
現
在
お
よ
そ
２
，

５
０
０
世
帯
程
あ
り
、
そ
の

内
70
歳
以
上
の
一
人
世
帯
が

３
６
３
世
帯
程
い
る
が
、
こ

う
し
た
高
齢
者
世
帯
の
方
々

は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機
器
が

無
い
世
帯
も
多
く
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
用
が
出

来
な
い
世
帯
で
あ
る
と
思

う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し

た
高
齢
者
世
帯
で
も
テ
レ
ビ

は
あ
る
と
思
う
の
で
テ
レ
ビ

を
活
用
し
た
情
報
伝
達
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
思
う
。

今
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群
馬
Ｔ
Ｖ
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
れ
ば
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箇
月
３
５
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０

０
０
円
程
の
費
用
で
放
送
可

能
で
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と
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板
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も
そ
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。
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携
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つ
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う
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～
７
０
０
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携
帯
電
話
保
有
率
の
高

い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
携

帯
電
話
を
利
用
し
た
情
報
伝

達
の
方
法
も
考
え
ら
れ
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携
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に
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が
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来
る
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を
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あ
る
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後
も
こ
う
し
た
行
事
や
組
織

を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も

学
校
と
地
域
が
連
携
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。



編
集
後
記

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
感
染
さ
れ
た
皆
様
に
は

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
医
療
従
事
者

の
皆
様
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
に
は
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
で
、
新
し
い
生
活

様
式
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
・
町
当

局
・
議
会
・
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
ま
し
ょ
う
。

◎
広
報
委
員

委
員
長

　黒
岩

　
　巧

委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　萩
原

　宗
仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

５月臨時会や６月定例会の内容をお伝えします
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　水陸両用バス「八ツ場にゃがてん号」は、７月１８日（土）に運行開始となりました。

八ツ場あがつま湖を優雅に進む姿をお楽しみください。

　このバスツアーの正式名称は「八ッ場にゃがのはら・天五色大天狗ツアー」で略して「八ッ場

にゃがてんツアー」と呼んでいます。

　また、天五色大天狗（あまごしきだいてんぐ）ですが、水没地の長野原地区の天狗岩神社や横

壁地区の「お天狗さん」では、この天五色大天狗が祀られているということです。車両のラッピ

ングについては町のマスコットキャラクター「にゃがのはら」や水没５地区の名勝・伝統行事や

旧役場庁舎などが描かれています。
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